
自然誌講座　桜田烈士を育んだ県北の自然
　　       ～県内の生物専門家による講演会（全５回）～

水戸藩開藩四百年記念『桜田門外ノ変』映画化支援の会

　徳川御三家の一つである水戸藩の成立は、東照公家康の十一男の頼房公が常陸水戸二十
五万石に封じられことによります。来年、平成21年（2009年）は、その慶長14年（1609年）から
ちょうど四百年目となります。旧水戸藩領にあたる茨城の県北地方は、『日本の原風景』ともい
えるような農山村の暮らしや自然が、しっかりと息づいています。『桜田門外ノ変』の中核となっ
た烈士たちや、彼らを支援した家族や多くの領民たちが生まれ育った土地の風土について、自
然という観点からたどってみます。水戸藩が最も熱く燃えた日々に、郷土の山河や自然はどのよ
うな姿であったのか、また郷土の先人たちはどのような想いで生きていたのか――ご一緒に想
いをめぐらしてみませんか。


